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平
成
二
十
一

年
三
月
定
例
議

会
に
お
い
て
、

同
意
を
得
て
教

育
委
員
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
学
校
教
育
と
い
う
重

責
の
一
端
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

五
月
に
学
校
訪
問
で
、
町
内
四
幼

稚
園
・
四
小
学
校
及
び
中
学
校
を
訪

問
し
、
各
学
校
長
か
ら
学
校
経
営
の

説
明
・
授
業
参
観
・
意
見
交
換
等
の

機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
園
・
学

校
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
も
ち
問
題
解
決

に
努
め
る
一
方
で
、
特
色
の
あ
る
教

育
目
標
・
経
営
方
針
・
施
策
を
掲
げ

﹁
子
ど
も
た
ち
と
い
う
財
産
を
、
大

き
く
育
て
る
﹂
と
い
う
意
欲
が
伺
え

ま
し
た
。

　

学
校
現
場
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
充
分
に
も
ち
、
問
題
解
決
・
教

育
目
標
の
達
成
の
た
め
に
助
言
・
提

言
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員　

吉
田　

�
之　

教 育 委 員 会 組 織

平成２１年４月１日現在

役　　　　職氏　　　名

委 員 長手　塚　久　利

委員長職務代理者東　　　美佐子

委 員富　野　徹　決

委 員稲　井　正　吉

委 員吉　田　 　之

教 育 長板　東　秀　則
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　行政相談委員が委嘱されました　
　平成２１年４月１日付けで、竹内功さんが新たに総
務大臣から行政相談委員に委嘱されましたのでお知
らせします。
　役所等の仕事について、苦情や意見・要望がある
方は、行政相談委員へお気軽にお申出ください。

　また、当町では、上記委員のほかに、次の行政相
談委員も再委嘱されておりますので、お気軽にご相
談ください。

◎
平
成
二
十
一
年
第
一
回
定
例
会
の
概
要

　

第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
十
日
か
ら
三
月
十

九
日
ま
で
の
十
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
納
田
町
長
が
町
政
に
取
り
組

む
所
信
と
行
政
改
革
の
推
進
、
環
境
問
題
、
農

業
問
題
、
防
災
計
画
、
教
育
問
題
、
人
権
問
題
、

財
政
問
題
な
ど
当
面
す
る
町
政
の
重
要
課
題
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
防
災
対
策
、
行
財
政
改
革
、

農
業
問
題
、
環
境
問
題
、
教
育
問
題
、
な
ど
が

論
議
さ
れ
ま
し
た
。

︵
議
員
九
名
か
ら
一
般
質
問
︶

町
長
提
出
議
案　

二
十
二
件
の
内
、
二
十
件
が

可
決
、
二
件
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
四
件
の
内
、
二
件
可

決
、
一
件
採
択
、
一
件
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
会
議
員
協
議
会

　

平
成
二
十
一
年
三
月
四
日

　

第
一
回
定
例
会
提
出
議
案
の
協
議
を
行
な
う
。

◎
平
成
二
十
一
年
第
二
回
臨
時
会
の
概
要

　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
第
二
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
、
町
長
提
出
議
案
一
件
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◎
平
成
二
十
一
年
第
三
回
臨
時
会
の
概
要

　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
八
日
第
三
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
、
町
長
提
出
議
案
十
一
件
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
一
件
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 上

板
町
議
会
だ
よ
り

上
板
町
議
会
だ
よ
り

上
板
町
議
会
だ
よ
り

２００９年４月１日発行 No.１６１

「広報かみいた」５頁の内容

を次のとおり訂正し、お詫び

いたします。

　訂正箇所

「上板町奨学資金貸与者
募集について」

○対象者

誤　中学生（５名以内）
� �������

⇩　　

正　大学生（５名以内）
� �������

教
育
委
員
就
任
あ
い
さ
つ

行政相談委員　 板  東 　 憲  生 　さん
ばん どう のり お

住　所：西分字小路北１５

電　話：（０８８）６９４−２７４８

行政相談委員　 竹  内 　　 功 　さん
たけ うち いさお

住　所：七條字北高瀬４６−１

電　話：（０８８）６９４−３５６２

　定期相談
　�日　時　毎月第３水曜日　午後１時３０分〜４時
　�場　所　老人福祉センター

叙　　　　勲

　

氏
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
旧
郵
政
省

に
採
用
さ
れ
、
近
畿
の
各
郵
便
局
等
で

活
躍
さ
れ
た
の
ち
、
四
国
郵
政
局
に
転

入
し
、
北
島
郵
便
局
局
長
代
理
の
役
職
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
、
内
部
改
革
や
職
員
の
指
導
・
育
成
に
尽
力
さ
れ
、

郵
政
事
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
栄
え
あ
る
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

　

氏
の
受
章
を
称
え
る
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
健
康
と

ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞
寶寶寶寶寶寶寶寶寶寶寶寶寶寶
単単単単単単単単単単単単単単
光光光光光光光光光光光光光光
章章章章章章章章章章章章章章
受受受受受受受受受受受受受受
章章章章章章章章章章章章章章

瑞
寶
単
光
章
受
章

藤　

田　

謙　

二　

氏　

　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日
付
け

で
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
上
板
町
議
会
議
員
と
し
て
昭

和
四
十
六
年
十
月
に
初
当
選
以
来
、
平
成
十
九
年
九
月
ま
で

の
永
き
に
亘
り
本
町
発
展
の
た
め
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
栄
え
あ
る
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

　

氏
の
受
章
を
称
え
る
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
健
康
と

ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。  

　
　
　

守　

一　

氏　

　

旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭
日日日日日日日日日日日日日日
双双双双双双双双双双双双双双
光光光光光光光光光光光光光光
章章章章章章章章章章章章章章
受受受受受受受受受受受受受受
章章章章章章章章章章章章章章

旭
日
双
光
章
受
章

　

平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
付
け

で
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
上
板
町
議
会
議
員
と
し
て
昭

和
五
十
八
年
十
月
に
初
当
選
以
来
、
平
成
十
九
年
九
月
ま
で

の
永
き
に
亘
り
本
町
発
展
の
た
め
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
栄
え
あ
る
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

　

故
齋 

茂
氏
の
町
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
回
の
受
章
に
敬
意
を
表
し
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故　

齋　
 
　
　
　

茂　

氏　

　

旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭
日日日日日日日日日日日日日日
双双双双双双双双双双双双双双
光光光光光光光光光光光光光光
章章章章章章章章章章章章章章
受受受受受受受受受受受受受受
章章章章章章章章章章章章章章

旭
日
双
光
章
受
章



第１６２号（3）　平成２１年７月１日

�

�

�

�

������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

徳島県危機管理対策本部　

　また、新型インフルエンザに関する問い合わせは、次の「新
型インフルエンザ安心ダイヤル」に、お電話でご相談ください。

●新型インフルエンザ安心ダイヤル

０１２０−９６０−００５（フリーダイヤル）
午前９時から午後５時まで開設

●発熱相談ホットライン

◎健康増進課　感染症・疾病対策室
　［対応時間：平日　　　　　午前８時３０分〜午後９時
　　　　　　　土・日・祝日　午前９時　　　〜午後５時］

　０ ８ ８ − ６ ２ １ − ２ ２ ２ ８
ＦＡＸ　０ ８ ８ − ６ ２ １ − ２ ８ ４ １

時間外専用ＦＡＸ　０ ８ ８ − ６ ２ １ − ２ ８ ９ ４
◎各保健所［対応時間：平日のみ　午前８時３０分〜午後５時］
　東部保健福祉局　徳島保健所 ０ ８ ８ − ６ ０ ２ − ８ ９ ０ ７

　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した民

間の人たちです。この制度は、日ごろ地域

に根ざした活動を行っている民間の人たち

が、地域の中で人権思想を広め、人権侵害

が起きないように見守り、人権を擁護して

いくことが望ましいという考えから設けら

れたものです。現在、約１４,０００名の委員が

全国の各市町村に配置され住民の皆さまか

らの人権相談を受けるなど、積極的な活動

を行っています。

　上板町の人権擁護委員は次の方々です。

　　新　見　正　之（鳥屋）

　　鈴　江　光　洋（柚木北西）

　　西　條　陽　一（中西東）

　　切　原　角　義（川東２）

　　眞　木　育　代（東光）
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１．冷静に行動しましょう 

　　正確な情報に基づき、行動しましょう。

２．うがい、手洗いの励行・マスクの着用

　　外出後のうがい、手洗いを日常的に行い、

人混みへの外出はできるだけ控えましょう。

　　熱、せき、くしゃみ等の症状のある人は、

マスクを着用しましょう。

３．おかしいなと思ったら

　　７日以内に感染が拡大している地域を訪

れた方で、急な発熱などインフルエンザの

ような症状がある場合には、直接医療機関
� ����������

を受診せず、次の「発熱相談ホットライン」
� ���������

に、お電話でご相談ください。

新型インフルエンザに対して私たちが、今、心がけること

　

五
月
二
十
八
日
︵
木
︶、
上
板
町
中
央
公
民
館
に
お

い
て
上
板
町
戦
没
者
追
悼
式
が
遺
族
関
係
者
等
八
十

五
名
出
席
の
も
と
、
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

戦
没
者
六
二
六
柱
の
忠
魂
碑
に
た
く
さ
ん
の
白
い

菊
を
お
供
え
し
、町
長
の
追
悼
の
言
葉
を
は
じ
め
と
し

て
、
来
賓
の
追
悼
の

言
葉
等
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
思
い
出
深

い
音
楽
を
演
奏
の
中
、

遺
族
の
方
々
が
献
花

を
行
い
参
加
者
一
同

は
、　

戦
火
に
散
っ

た
戦
没
者
の
方
々
の

ご
冥
福
と
日
本
の
恒

久
平
和
を
お
祈
り
し

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
度

戦
没
者
追
悼
式
行
わ
れ
る　

　

六
月
一
日
徳
島
県
障
害
者
交
流
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

丸
居　

哲
雄　

氏
が
飯
泉
知
事
よ
り
感
謝
状
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、二
〇
〇
七
年
の
国
民
文
化
祭
で
県
知
事
賞

を
受
け
た
、
寄
せ
張
り
ア
ー
ト
の
作
品
﹁
踊
り
の
女
神

降
臨
﹂
を
徳
島

県
に
寄
贈
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

丸
居
氏
の
今

後
益
々
の
ご
健

康
と
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

丸

居

哲

雄

氏
に

県
知
事
の
感
謝
状　

『人権擁護委員を　　

ご存じですか。』

『人権擁護委員を　　

ご存じですか。』

● ● ●　多重債務でお悩みの方に　● ● ●
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　四国財務局に、借金を抱え悩

んでおられる方々のための「相

談窓口」がございます。

　多重債務問題は必ず解決す

る問題です。悩まずに相談して

ください。

　必要に応じて、弁護士・司法

書士などの法律専門家に引継

ぎも行っております。

　相談方法　まずお電話ください。相談費用は必要ありません。

　連 絡 先　ＴＥＬ：０８７−８３１−２１５５（直通）

　　　　　　ＦＡＸ：０８７−８６２−８７８０

　　　　　　高松市中野町２６番１号

　　　　　　四国財務局　財務広報相談官　多重債務相談員

　受付時間　月曜日〜金曜日（祝日及び１２/２９〜１ / ３を除く）

　　　　　　９時〜１２時、１３時〜１７時

四国新聞社

栗林公園

四国管区
　警察局

高
徳
線

バス停
（中野町）

旧国道11号線

中
　
央
　
通
　
り

栗
林
公
園
北
口



第１６２号 平成２１年７月１日　（4）

　

南
海
地
震
は
、
今
後
三
十
年
以
内
に
五

十
％
程
度
の
確
率
で
起
こ
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
南
海
地
震
に
よ
る
震
度
は
県

内
で
は
、
震
度
五
強
〜
震
度
六
強
の
揺
れ

が
起
こ
り
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
へ
の
対
策
と
し

て
、
町
内
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
事
業

及
び
耐
震
改
修
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

耐

震

診

断 

 

①　

対
象
と
な
る
住
宅

　

�
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
三
階
建
以
下
の
木
造

住
宅

　
　

︵
併
用
住
宅
、
共
同
住
宅
、
長
屋
、
借

家
も
含
み
ま
す
。︶

　

�
在
来
軸
組
工
法
や
伝
統
工
法
に
よ
り

建
築
さ
れ
た
住
宅

　
　

︵
プ
レ
ハ
ブ
工
法
や
２
×
４
工
法
は

除
き
ま
す
。
︶

　

�
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅

②　

申
込
者

　

�
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

　

�
借
家
の
場
合
は
入
居
者
の
同
意
が
必

要

③　

受
付
期
間

　

�
平
成
二
十
一
年
五
月
一
日
〜

　
　

︵
受
付
戸
数
に
な
り
し
だ
い
終
了
し

ま
す
。
︶

④　

受
付
戸
数

　

�
四
十
戸

⑤　

自
己
負
担
金

　

�
一
戸
建
て
の
場
合
、
三
千
円

　

�
二
戸
以
上
の
共
同
住
宅
の
場
合
、

　
　

六
千
円

　

耐

震

改

修 

 

①　

対
象
と
な
る
住
宅

　

�
耐
震
診
断
結
果
が
〇
・
七
未
満
︵
倒

壊
ま
た
は
大
破
壊
の
危
険
あ
り
︶
と

総
合
判
定
さ
れ
て
、
改
修
に
よ
っ
て

一
・
〇
以
上
の
総
合
判
定
と
な
る
木

造
住
宅

②　

受
付
期
間

　

�
平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
〜

　
　

︵
受
付
戸
数
に
な
り
し
だ
い
終
了
し

ま
す
。
︶

③　

受
付
戸
数

　

�
十
戸

④　

補
助
金

　

�
耐
震
改
修
に
要
す
る
工
事
費
の

２
／
３
の
額
を
補
助
金
と
し
て
交
付

し
ま
す
。

　
　

︵
交
付
限
度
額
は
六
十
万
円
ま
で
︶ 
 

⑤　

税
制
措
置

　

�
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
を
受
け
耐

震
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
所
得

税
の
特
別
控
除
及
び
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

�
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

上
板
町
総
務
課

電
話　

六
九
四−

六
八
〇
一

　

今
年
で
九
回
目
と
な
っ
た
﹁
ご
み
ゼ
ロ
の
日
﹂
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
町
民
の
皆
様
、

町
内
の
各
種
団
体
や
事
業
所
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
町
内
の
環
境
美
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

上
板
町
が
、
ポ
イ
捨
て
の
な
い
き
れ
い
な
町
に
な
る
よ
う
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力
団
体

　
　
　
　
　

︵
六
月
一
日
現
在
、
順
不
同
︶

　

神
宅
小
学
校
、
東
光
小
学
校

　

松
島
小
学
校
、
高
志
小
学
校

　

上
板
中
学
校

　

上
板
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

上
板
町
北
岸
用
水
土
地
改
良
区

　

板
野
交
通
安
全
協
会
上
板
分
会

　

上
板
町
婦
人
会

　

上
板
町
老
人
会

　

上
板
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

上
板
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　

上
板
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　

上
板
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　

上
板
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

　

松
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

高
志
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

上
板
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

高
志
フ
レ
ン
ズ

　

松
島
さ
く
ら
Ｊ
Ｖ
Ｃ

　

板
野
郡
農
協　

高
志
支
所

　

板
野
郡
農
協　

大
山
支
所

　

板
野
郡
農
協　

松
島
支
所

　

上
板
郵
便
局

　

阿
波
銀
行　

上
板
支
店

　

徳
島
銀
行　

上
板
支
店

　

板
野
西
部　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

さ
く
ら
保
育
所

　

上
板
町
役
場

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

﹁
ご
み
ゼ
ロ
の
日
﹂

﹁
ご
み
ゼ
ロ
の
日
﹂

﹁
ご
み
ゼ
ロ
の
日
﹂

﹁
ご
み
ゼ
ロ
の
日
﹂

﹁
ご
み
ゼ
ロ
の
日
﹂
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体

育

行

事

の

ご

案

内

▽
第
一
回
板
野
郡
中
・
長
距
離
記
録
会

　

七
月
五
日
︵
日
︶

▽
板
野
郡
町
対
抗
軟
式
野
球
大
会

　

七
月
十
二
日
︵
日
︶

▽
町
内
親
睦
軟
式
野
球
大
会

　

八
月
十
五
日
︵
土
︶

　

八
月
十
六
日
︵
日
︶
開
催
予
定

▽
第
二
回
板
野
郡
中
・
長
距
離
記
録
会

　

九
月
六
日
︵
日
︶

▽
町
内
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

九
月
十
七
日
︵
木
︶
開
催
予
定

︵
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。︶

　

明
日
の
郷
土
を
担
う
青
少
年

た
ち
が
、
豊
か
な
心
を
育
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
し
、

自
立
心
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
た
く

ま
し
く
育
っ
て
い
く
こ
と
は
、

私
た
ち
県
民
す
べ
て
の
願
い
で

す
。 

　

し
か
し
な
が
ら
、
核
家
族
化

や
少
子
化
の
進
行
に
よ
る
人
間

関
係
の
希
薄
化
、
家
庭
や
地
域

の
教
育
力
の
低
下
、
ま
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
の
急

速
な
普
及
、
生
活
の
二
十
四
時

間
化
等
、
急
激
な
社
会
環
境
の

変
化
や
価
値
観
の
多
様
化
は
、

青
少
年
の
意
識
や
行
動
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
非
行
の

凶
悪
・
粗
暴
化
、
低
年
齢
化
、

学
校
で
の
い
じ
め
や
不
登
校
、

児
童
虐
待
や
性
の
逸
脱
行
為
な

ど
、
青
少
年
を
巡
る
問
題
は

年
々
複
雑
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

二
十
一
世
紀
を
担
う
青
少
年
自

身
が
、
社
会
的
な
連
帯
感
や
規

範
意
識
を
身
に
つ
け
、
主
体
的

に
生
き
る
人
間
と
し
て
成
長
す

る
た
め
に
は
、
青
少
年
が
多
様

な
人
間
関
係
の
中
で
社
会
性
を

培
っ
て
い
く
た
め
の
よ
り
良
い

環
境
づ
く
り
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
社
会
・
関
係
機
関
が
緊
密

に
連
携
し
、
非
行
か
ら
青
少
年

を
守
る
と
い
う
気
運
を
醸
成
す

る
と
と
も
に
、
広
く
県
民
の
非

行
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深

め
、
地
域
に
密
着
し
た
き
め
細

か
な
青
少
年
の
非
行
防
止
・
健

全
育
成
を
図
る
目
的
で
、
七
月

一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

の
二
ヶ
月
間
、
地
域
ぐ
る
み
で

健
全
育
成
、﹁
共
に
育
む　

豊
か

な
心
と
生
き
ぬ
く
力
﹂
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
第
三
十
二
回
﹁
防

ご
う
！
少
年
非
行
﹂
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
大
人
一

人
ひ
と
り
が
青
少
年
の
非
行
防

止
・
健
全
育
成
に
つ
い
て
、
よ

り
一
層
関
心
を
高
め
て
頂
く
と

と
も
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
ご
尽
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
青
少
年
育
成
上
板
町

民
会
議
で
は
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
を
見
守
り
、
育
て
る
環
境

に
し
て
い
く
た
め
に
﹁
あ
い
さ

つ
・
声
か
け
運
動
﹂
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ど
の
子
ど
も

に
も
﹃
愛
の
一
声
﹄
を
お
か
け

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

﹁
防
ご
う
！
少
年
非
行
﹂
︱
︱
︱
︱
︱

︱
︱
︱
︱　

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
実
施
中　
　
　

平
成
二
十
一
年
度
春
季
ナ
イ

タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
去

る
四
月
十
三
日
︵
月
︶
か
ら
三
日

間
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に

お
い
て
町
内
六
チ
ー
ム
が
参
加
し

開
催
さ
れ
、
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
試
合
の
主
導
権

を
握
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
際
チ
ー
ム

が
、
見
事
四
年
連
続
優
勝
の
栄
冠

に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

優　

勝　

レ
ス
ト
ラ
ン
際

準
優
勝　

ガ
ル
フ

第
三
位　

マ
ッ
ク
ス
ボ
ー
イ
ズ

　

平
成
二
十
一
年
度
町
内
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
去
る
五
月

十
七
日
︵
日
︶
に
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
町
内
三
チ
ー
ム
が
参
加
し
開

催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
攻
守
の
バ
ラ
ン
ス

に
優
れ
た
﹁
上
板
ク
ラ
ブ
﹂
が
、

安
定
し
た
試
合
運
び
で
、
見
事
優

勝
を
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

優　

勝　

上
板
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

高
志
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ 

第
三
位　

オ
リ
ー
ブ

　
　

春
季
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

　
　

町
内
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　この度、徳島県歯科医師会板野郡支部（吉野町・土成町含む）では、

会員の全歯科医院に

Ａ Ｅ Ｄ （ 自 動 体 外 式 除 細 動 器 ）
を配備いたしました。

　これは各歯科医院での、緊急時に対応するためだけでなく、このこ

とを地域住民の方々に、広く知っていただくことで、地域の方々の万

一の緊急時に、救急車の到着までの間、お近くの歯科医院に常置して

いるＡＥＤを御利用していただきたくお知らせいたします。

徳島県歯科医師会　板野郡支部会

徳島県歯科医師会板野郡支部
（吉野町・土成町含む）よりのお知らせ
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男性のための料理教室受講生募集！

　料理をしたことがない男性・大歓迎！　ヘルスメイトの人

たちと一緒に勉強しませんか？　男性も自分の健康に気を配

り、元気に暮らしていくことができるように！

　自立支援と生活習慣病予防のため一緒に学びましょう。

と　き　平成２１年 1０月１日（木）

　　　　午前 9 時 30 分〜 13 時

ところ　中央公民館・調理実習室

内　容　男性料理教室２０のレシピ

　　　　テキストに基づき実施

料　金　テキスト代　３１５円

申込み　９月１８日（金）までに

　　　　福祉保健課

　　　　電話 694 − 6810

おやこの食育教室受講生募集！

　簡単でおいしいお料理を親子（おじいちゃん・おばあ

ちゃんも可）でつくってみませんか？ヘルスメイトの人

たちと楽しく一緒に食育について学びましょう！

と　き　平成２１年

　　　　７月２５日（土）・８月１日（土）・８月２２日（土）

　　　　９時受付　９時３０分開始〜１２時３０分終了予定

参加者　幼稚園年少〜年長さん

　　　　クラスと保護者（各日　先着１５組）

ところ　上板町中央公民館

　　　　（役場２階試食室・調理室）

持ってくるもの

　　　　エプロン、ハンカチ、筆記用具

参加費　無料（参加者にはバンダナを用意してあります）

申し込み　７月１４日（火）までに

　　　　　福祉保健課　電話 694 − 6810

鳴門テクノスクール９月入校の

訓練生を募集します

【訓 練 科】　ＩＴ技能科

【訓練期間】　９月１５日〜１２月１４日（３ヶ月）

【訓練実施場所】　㈲徳島ネットコム

【受 講 料】　無料（教材費別）

【対　　象】　離転職者等で、公共職業安定所から

受講指示又は受講推薦を受けた人

（学歴・年齢・性別等は問いません）

【申し込み】　７月２２日〜８月１８日までに居住地

を所轄する公共職業安定所へ

詳しくは、公共職業安定所または県立鳴門テクノ

スクール（電話０８８−６８６−４７５２）へ

　手話奉仕員養成講座（新入門課程）受講生募集　

　聴覚障害者の生活の支援、障害についての理解と認識、および聴

覚障害者と円滑な日常会話ができる程度の手話表現技術の習得を図

ることを目的とします。

〇対 象 者　上板町在住で１８才以上　初めて手話を学ぶ方

〇日　　時　平成２１年８月１日〜平成２２年１月１６日の毎週土曜日

　　　　　　１３：３０〜１５：００（予定）　全２３回

〇場　　所　福祉ホーム　リズム１階地域交流ホール

　　　　　　板野郡藍住町矢上字安任５６−５

〇募集人員　２０名

〇受 講 料　無料　　テキスト代のみ実費負担（１２００円）

〇申込締切　７月２０日

〇申込方法　受講を希望される方は、電話・FAX にてお問合せく

ださい。

【お問合せ・お申込み】

　社会福祉法人　凌雲福祉会　障害者生活支援センター　凌雲

　担当　三橋　　℡０８８−６９３−１１１７　Ԋ０８８−６９２−６７７６

�図書カードの発行（再発行）に必要なもの

　・図書館利用者登録申込書

　　（上板町教委か板野町図書館にあります）

　・自動車運転免許証、保険証等住所を証明でき

るもの

　・登録カード発行（再発行）手数料１００円

�貸出期間：２週間

�貸出冊数：１０冊以内

�と こ ろ：〒７７９−０１０８

　　　　　　板野町犬伏字東谷１３−１

　　　　　　TEL ６７２−５８８８

�開 館 日：火曜日〜日曜日　１０：００〜１８：００

�閉 館 日：

　月曜日（月曜日が祝日の時は、翌日も休館）

　祝　日（日曜日が祝日の時は開館し、火曜日を休館）

　年末年始（１２月２８日〜１月４日）

　特別整理期間（毎年６月中旬〜下旬の約２週間）
※詳しいお問い合わせは、鳴門地域事務所まで（TEL：６８５−５３０６）

自 衛 官 （ 学 生 ） 受 付 案 内

合 格 発 表試　験　日受付期間資　　格募集種目

１次：１１月２４日
最終：２２年２月１２日

１次：１０月３１日＆
　　　１１月１日
２次：１２月２〜４日

９月７日〜
１０月２日

高卒（見込含）
２１歳未満

防衛医科大学

１次：１２月４日
最終：２２年２月１６日

１次：１１月７・８日
２次：１２月１６日前後

９月７日〜
１０月２日

高卒（見込含）
２１歳未満

防 衛 大 学

１次：１１月５日
最終：２２年１月８日

１次：１０月２４日
２次：１１月２１日又は
　　　２２日

９月７日〜
１０月２日

高卒（見込含）
２４歳未満

看 護 学 生
（高等看護学院）

１次：１０月９日
２次：１１月５日又は９日
最終：２２年１月２２日

１次：９月２３日
２次：１０月１７日〜（予）
３次：（空）１１月中旬頃

８月１日〜
９月１１日

高卒（見込含）
２１歳未満

航 空 学 生

１次：１０月２日
最終：１１月１１日

１次：９月１９日
２次：１０月８日
　　　　〜１６日

（いずれかの１日）

８月１日〜
９月１１日

１８歳以上
２７歳未満

一般曹候補生

受験日から概ね
１か月後前後

受付時にご案内し
ます。

年間を通じ
て行ってお
ります。１８歳以上

２７歳未満

男子
任期制
自衛官

１１月１３日
９月２７日または
２８日

８月１日〜
９月１１日

女子

板野町文化の館図書館の

利用について
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�ヘルスメイトとは─────────────

　上板町食生活改善推進協議会のメンバーで、「私

たちの健康は私たちの手で」を合言葉に小さな子

どもさんからお年寄りまで、すべての人たちの健

康づくりを進めるため、ボランティア活動をして

います。

　

�養成講座の日程と内容───────────

　対象者：上板町在住　２０歳以上の女性

　申込み：８月５日（水）までに、福祉保健課

　　　　　（電話694−6810）までお申込ください

○第 1 回ヘルスメイト養成講座

　「ヘルスメイトと地区活動」

　「食育（食事バランスガイド）等」

　と　き　８月１８日（火）　13：０0 〜 15：30

　ところ　上板町中央公民館大会議室

○第２回ヘルスメイト養成講座

　「お野菜たっぷりレシピの調理実習、健康かみいた 21

について」等

　と　き　９月４日（金）　9：30 〜 15：00

　ところ　上板町中央公民館調理実習室

○第 3 回ヘルスメイト養成講座

　「食中毒を予防しよう、かしこい消費者になるための食

品表示の見方」等

　と　き　１０月５日（月）　13：30 〜 15：30

　ところ　上板町中央公民館大会議室

○第４回ヘルスメイト養成講座

　「正しい歩き方と阿波踊り体操」

　と　き　１０月１９日（月）　13：30 〜 15：30

　ところ　上板町中央公民館大会議室

ヘルスメイト養成講座（健康推進員）の受講者募集について

人権に関する困りごと、心配ごとはございませんか？

人権擁護委員による人権相談を実施しています。

相談は、無料で秘密は固く守られます。

お気軽にご相談ください。

�場　所　上板町人権センター（上板町西分）

�日　時　毎月　第３水曜日
　　　　　午後１時３０分〜午後４時

児童手当の現況届けの提出はおすみですか？

　児童手当を受けている方は、毎年 6 月に「現況届」

を提出しなければなりません。

　まだ提出されていない方は、至急役場福祉保健課へ

提出をお願いします。

　この届の提出がないと、6 月分以降の手当が受けら

れなくなる場合がありますのでご注意ください。

　中国四国農政局四国東部農地防災事務所は、関係農家・地域住民の皆様のご協力のもと、新しい農業水利施設

を一日も早く利用していただけるよう事業を進めていますが、事業完了後にこの施設を利用される際には、関係

農地を整理した「土地原簿」が必要となります。

　この度、この土地原簿を作成するにあたって、四国東部農地防災事務所、徳島県、上板町、吉野川下流域土地

改良区が連携して、関係農家の皆様に農地一筆毎の面積等を記載した「農地確認書」を郵送して内容の確認をし

ていただくことになりました。

　上板町管内では、平成２１年７月中旬より「農地確認書」を送付して参りますが、関係農家の皆様のお手元へ

届きましたら、大変お手数をおかけしますが、記載内容をご確認のうえ、同封の返信用封筒にてご返送ください。

　農地確認作業の趣旨をご理解のうえ、ご協力をよろしくお願いします。

　問い合わせ先

　　中国四国農政局四国東部農地防災事務所調査設計課　　TEL ０８８−６７２−５２５２

　　吉野川下流域土地改良区　　　　　　　　　　　　　　TEL ０８８−６８３−５８１１

農農農農農農農農農農農農農農農 地地地地地地地地地地地地地地 確確確確確確確確確確確確確確 認認認認認認認認認認認認認認 作作作作作作作作作作作作作作 業業業業業業業業業業業業業業 にににににににににににににに つつつつつつつつつつつつつつ いいいいいいいいいいいいいい てててててててててててててて地 確 認 作 業 に つ い て（（（（（（（（（（（（（（おおおおおおおおおおおおおお願願願願願願願願願願願願願願いいいいいいいいいいいいいい））））））））））））））（お願い）
〜国営総合農地防災事業　吉野川下流域地区〜

人権相談
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　保険料の追納

　保険料の免除や納付猶予を受けた期間は、保険料を全額納付したときに比べ、将来の老齢基礎年金の額が

少なくなります。

　そこで、これらの期間は、１０年以内であれば後から保険料を納めること（追納）ができますが、承認を受

けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納すると、当時の保険料に経過期間に応じた加算額が上乗

せされます。

　手続き（申請）について

　申請の時期については、①②当年７月から翌年７月まで③当年４月から翌年４月までの間に住民登録をし

ている市町村役場の国民年金担当窓口へ申請することになります。

　申請書は、社会保険事務所または市町村役場の国民年金担当窓口に備え付けてあります。

　国民年金の保険料は１４,６６０円（平成２１年度）ですが、経済的な理由等で保険料の納付が困難

な場合は、申請手続きをしていただくことにより、保険料の納付が免除（全額免除・一部納付（一

部免除））又は猶予される制度があり、次の３種類があります。

　本人・世帯主・配偶者の所得が一定額以下の場合に申請手続することにより、保険料の納付が全額免除

又は一部納付（一部免除）となります。

　なお、一部納付（一部免除）については、一部納付が未納の場合、一部免除が無効 ( 未納と同じ ) とな

るため、将来の老齢基礎年金の額に反映されません。また、万が一の時の障害基礎年金や遺族基礎年金を

受給できない場合があります。

老齢基礎年金額月々の保険料所 得 基 準 の 目 安

１／３が反映全額が免除（扶養親族の数＋１）×３５万円＋２２万円全 額 免 除

１／２が反映３,６７０円７８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
１／４ 納 付

（３／４免除）

２／３が反映７,３３０円１１８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
半 額 納 付
（半額免除）

５／６が反映１１,０００円１５８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
３／４ 納 付

（１／４免除）

１ 免除（全額免除・一部納付（一部免除））申請 

　３０歳未満の方で本人・配偶者前年度所得が一定額（注）以下の場合に申請することにより、保険料の納

付が猶予されます。

（注）平成２１年度の所得基準（申請者本人と配偶者の前年所得）

　　　（扶養親族の数＋１）×３５万円＋２２万円

　学生（注１）で本人に前年度所得が一定額（注２）以下の場合に申請することにより、保険料の納付が

猶予されます。

（注１）大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限が１年以

上の課程に在学している方（私立の各種学校については都道府県知事の認可を受けた学校に限

る））、一部の海外大学の日本分校に在学している方

（注２）平成２１年度の所得基準（申請者本人の前年所得）

　　　　１１８万円＋扶養親族等の数×３８万円＋社会保険料控除等

２ 若年者納付猶予申請

３ 学生納付特例申請

　国民年金保険料を納めることが困難なときは

免除・納付猶予制度をご利用ください
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平成21年

　　　10月
より

住民税の年金からの引き落としが始まります。住民税の年金からの引き落としが始まります。
＜特別徴収制度＞

65歳以上の年金受給者で、
住民税を納税されている方にお知らせです。

〈特別徴収制度〉とは、年金保険者が住民税を年金から引き落として市区町村へ直接納入することです。

現在、年金を受給されており住民税を納税する義務のある方には、年３回、役所（場）や金融機関などに出向き、

住民税を納めていただいています。この制度の導入により、年金を支給する年金保険者が住民税を年金から引き落

とし、市区町村へ直接納入することとなるため、納税の手間が省かれるとともに、市区町村の事務の効率化が図ら

れるものと見込まれます。

これまで
住民税納付

年金受給者 役所、役場の窓口

市

区

町

村

平成21年
10月から

住民税額を引いた
年金額

住民税

年金受給者

市

区

町

村年金保険者
（社会保険庁など）

年金保険者
（社会保険庁など）

年金の支給

年金の支給

市区町村へ直接納入

住民税の年金からの引き落とし（特別徴収制度）の導入は、納税方法を変更するものであり、この制度により新

たな税負担が生じるものではありません。

新たな税負担が生じるものではありません。

引き落としの開始は、平成21年10月支給分の年金からとなります。そのため、平成21年度の住民税額のうち半

分については、平成21年6月に、これまでどおり納付書で納めていただくことになります。

平成21年10月支給分の年金から引き落としが始まります。

※個人住民税を「住民税」、公的年金を「年金」と表現しています。

65歳以上の方の年金所得に係る住民税の納税方法が変わります。この制度の対象となるのは、

「4月1日現在65歳以上の年金受給者で、前年中の年金所得に係る住民税の納税義務のある方」です。

ただし、以下の方については、対象となりません。

4月1日現在65歳以上の年金受給者のうち住民税の納税義務のある方が対象です。

　◆介護保険料が年金から引き落としされていない方

　◆引き落とされる住民税額が老齢基礎年金等の額を超える方　など

引き落としの

対象となる年金とは…

引き落としされる

住民税額は…

引き落としが

中止となる場合は…

老齢基礎年金又は昭和60年以前の制度による老齢年金、退職年金等を言います。障害年金及
び遺族年金などの非課税の年金からは、住民税の引き落としはされません。

（介護保険の特別徴収対象年金と一致）

引き落としされるのは、年金所得の金額から計算した住民税額のみです。給与所得や事業所
得などの金額から計算した住民税額は、これまでどおり給与からの引き落とし、または納付
書で納めていただくことになります。

引き落とし開始後、市区町村外への転出、税額の変更、年金の支給停止などが発生した場合
は、引き落としが中止となり、普通徴収（納付書により役所（場）や金融機関などで納める方
法）により納めて頂くことになります。

金融機関などの窓口
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　現在、長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

に加入されている方には、有効期限が「平成

２１年７月３１日」となっている「後期高齢者

医療被保険者証」を、一人に一枚お渡しして

います。

　７月中に福祉保健課から、有効期限　平成

２２年７月３１日と記載された新しい被保険者

証（色はこれまでと同じ濃い紫色）をお届け

します。

　平成２１年８月１日から平成２２年７月３１

日までの一部負担金の割合（１割又は３割）

を平成２０年中の所得に基づき、改めて判定し

ます。

　８月１日以降は、古い被保険者証は使えま

せんので、受診の際は有効期限を確認し、お

間違えのないようご注意ください。

８月は後期高齢者医療被保険者証の定期更新月です

＊＊＊　一部負担金の割合の判定方法について　＊＊＊

１割負担となる方

同じ世帯の被保険者全員の

住民税課税所得が１４５万円

未満

　※７０歳以上７５歳未満の方（長寿医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方々との総収入の合計額が５２０万円

未満の場合は１割（要申請）

３ 割 負 担 と な る 方

被保険者が２人以上の場合被保険者が１人の場合世 帯 構 成

１４５万円以上の被保険者がいる１４５万円以上住民税課税所得

５２０万円未満は１割（要申請）３８３万円未満は１割（要申請）
総収入の合計額

５２０万円以上は３割３８３万円以上は３割（※）

�後期高齢者限度額適用・標準負担額減額認定証（薄い紫色）をお持ちの方へ 

　現在お持ちの「後期高齢者限度額適用・標準負担額減額認定証」は、有効期限が「平成２１年７月３１日」となって

います。

　平成２１年度も住民税非課税世帯で、引き続き「後期高齢者限度額適用・標準負担額減額認定証」を利用される方

は更新が必要になります。６月に徳島県後期高齢者医療広域連合事務局からお送りした認定申請のお知らせをご覧い

ただき、役場福祉保健課へ申請してください。

お問合せ先：上板町役場　福祉保健課（電話：６９４−６８１０）

　㈶日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」

の参加者を募集しています。

　同事業は、厚生労働省から委託並びに補助を受け実施して

おり、先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を対象として、

父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同

地域の住民と友好親善をはかることを目的としています。

　費用は、賛助金として一律１０万円（沖縄は５万円）です。

本年度７月以降の実施予定は、次の１４地域です。

　日程等の詳細は、

㈶徳島県遺族会　徳島市万代町５丁目７１−１５　TEL ０８８−６５２−７６５３　 FAX ０８８−６５２−７６５４
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平成22 7 31

ご確認ください ! !

新しい被保険者証の有効期限は

平成22年7月31日
になっています。

㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶㈶ 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本 遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺 族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお 知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知 らららららららららららららららららららら せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ㈶ 日 本 遺 族 会 よ り お 知 ら せ

〈 実 施 予 定 地 域 〉

①西部ニューギニア　　　②マリアナ諸島

③中国　　　　　　　　　④東部ニューギニア

⑤ボルネオ・マレー半島　⑥トラック諸島

⑦パラオ諸島　　　　　　⑧ソロモン諸島

⑨フィリピン　　　　　　⑩ミャンマー

⑪沖縄　　　　　　　　　⑫台湾・バシー諸島

⑬マーシャル諸島　　　　⑭ギルバート諸島



第１６２号（11）　平成２１年７月１日

「特定健診・特定保健指導について」

○平成 20 年度より 40 歳〜 74 歳の方を対象に「特定健診・特

定保健指導」を行っています。特定健診を受けることにより、

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）該当者や予備軍

の方に対して保健指導を実施し、症状の重症化を予防します。

○健診の実施主体が市町村から各医療保険者に変わります。健

診受診券が医療保険者から送付されます。（医療保険者は自分

の健康保険証をご確認ください。）

○受診券がお手元に届きましたら、健診を受けてください。

「平成２１年度上板町各種健康診査について」

　悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質ななななななななななななななななななななななななななななな滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納ははははははははははははははははははははははははははははは悪質な滞納は　

絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対ににににににににににににににににににににににににににににに許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許さささささささささささささささささささささささささささささななななななななななななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！絶対に許さない！　
　上板町では，税負担の公平性を確保するた

め，滞納処分（差押え等）を執行しており，

悪質滞納者については，市町村から滞納事案

の移管を受け，差押・公売等の滞納整理によ

り，税金の徴収を専門に行う徳島滞納整理機

構へ移管しています。未納の方は至急納付し

てください。

　なお，納付書がない場合または納付が困難

な場合は、下記の問い合わせ先にご連絡くだ

さい。

　滞納処分対象者
　軽自動車税・住民税・国民健康保険税・

　固定資産税の滞納者

場　　　所時　　　間月　日

西分老人集会所８時３０分〜１０時
１０月 ４ 日

南老人集会所１０時３０分〜１２時

農村環境改善センター８時３０分〜１０時
１０月１８日

東老人集会所１０時３０分〜１２時

国保加入者の皆様へ

　上板町国民健康保険では、国保の被保険者を対象に平成２１年度の人間ドック（総合健康診査）事業を実施します。

　普段の生活習慣の中で蓄積され、自覚症状がすぐに現われない生活習慣病などを早期に発見し対策するためには、

定期的に人間ドックを受けることが最も有効な手段です。

　自分の健康状態をチェックし、疾病の早期発見、早期治療に努めましょう。

　❶　受診資格 

　　上板町国民健康保険の加入者で、国民健康保険税の滞納が

ない世帯

　　なお、昨年度より実施されている特定健診は人間ドックの

受診項目に含まれていますので、特定健診対象者の方は人間

ドックと併せて受診できます。

　❷　受診時期 
　　平成２１年　９月・１０月・１１月・１２月の４ヶ月

　　　祝祭日を除く毎週月曜日〜金曜日

　　　検査開始　午前８時３０分

　　　検査終了　午前１１時３０分〜１２時３０分

　　　（※婦人科健診を受ける方は、午後３時ごろ）

　❸　受診料について 

　◎ドック受診料は３５,０００円です。うち１２,６００円を国保から

補助しますので、個人負担額は２２,４００円です。（特定健診

該当者の方で人間ドックと併せて受診する方は個人負担額

１８,０００円です。）

　◎希望により、個人負担を追加すれば次の検診を受けること

ができます。

　　前立腺検診（２,０００円）・婦人科検診（６,０００円）

　◎ドック個人負担額と追加検査料は、受診当日に健診セン

ターでお支払いください。

　❹　実施する医療機関 

　　財団法人　徳島県総合健診センター　　

　　徳島市蔵本町１丁目１０番地３

　　　℡６３３−２２６６（代）

　　〈交通案内〉

　　・JR 蔵本駅下車（徒歩３分）

　　・徳島バス、徳島市営バス

　　　　中央病院前下車（１分）

　❺　申込方法 

　◎「国保・人間ドック申込書」に、住所・氏

名・生年月日・電話番号・受診希望月を記入・

捺印のうえ７月３１日（金）までに役場税

務課までお申込みください。申込み順で

１６０名に達した時点で締め切らせていただ

きます。

　◎受診期間のうち、９月・１０月は他の保険の

健診が集中する時期で、日程によっては検

査の待ち時間が長くかかることがあります。

　◎受診日については、後日健診センターから

直接連絡がありますので、都合の良い日を

ご相談ください。

特定健診（集団検診）

※自己負担１,０００円が必要です

　国民健康保険（国保）は、病気やけがをしたとき安心して医療が受けられるよう

お金を出しあい、助けあう制度です。退職や解雇、その他の理由により職場の健康

保険をやめることになった方は、公的医療保険に加入してください。また、災害や大幅な所得減少などの理由で

国保税の納付が困難な場合、申請により減額や免除を受けられることがあります。

国民健康保険

このページへのお問い合わせ

上板町役場　税務課

電話　６９４−６８０７



第１６２号 平成２１年７月１日　（12）

　平成２１年度から上板スポーツクラブ設立準備委員会が、新しく「上板ふれあいクラブ」としてスタートしました。

上板ふれあいクラブは、スポーツ・文化活動を通じて健康増進を図り、健康で活力あるまちづくりと生涯スポーツ社

会の実現を目指し、子どもから高齢者まで地域のあらゆる世代のために、楽しいクラブライフの創造を目的として活

動しています。 

　上板町のスポーツ施設を有効利用し、“いつでも、だれでも、いつまでも”楽しめるクラブとして誰もが気軽に参加

できるクラブを目指しています。 

　また、このクラブは会員の声やニーズをクラブ運営に反映させて、世代を超えて様々なスポーツを楽しんだり、仲

間との親睦を深めたりできる、地域に根ざしたクラブとなるよう会員の協力のもと自主的・主体的なクラブ運営を進

めています。上板ふれあいクラブに入会してみませんか。

　年会費とスポーツ安全保険料を支払えば、

どのプログラムにも参加できます。
� ���������������������������������������

スポーツ安全保険料家族・団体会費個　人　会　費区　　　　　分

１，６００円２，５００円３，０００円大　人（高校生以上）

８００円２，０００円２，５００円高齢者（６５歳以上）

６００円１，５００円２，０００円小 学 生 ・ 中 学 生

６００円３００円５００円幼　児（ ３ 歳 以 上 ）

家族の人数制限はないが、スポーツ安全保
険の加入が必要

８，０００円フ ァ ミ リ ー

活動への参加は、スポーツ安全保険の加入
が必要

一口　５，０００円賛 助 会 員

※　団体会員とは、１０名

以上で組織された企業

や団体。

※　家族会員とは、同一世

帯に限ることとし、ファ

ミリー会員を選択する

こともできます。

※プログラム表は各ご家庭に配付済。

各プログラムへの参加には、活動費が必要なものがあります。

※活動費の中には、講師・会場使用料・消耗品等が含まれます。

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費年会費

活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活 動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動 費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費活動費

�お 申 込 方 法
　※申込用紙は、事務局に備えています。

　●年会費とスポーツ安全保険料は、申込時

に事務局にお支払いください。

�お申込・お問い合わせ先�

上板町教育委員会内「上板ふれあいクラブ事務局」
〒７７１−１３９２　上板町七條字経塚４２番地

TEL. 088−694−6814　FAX. 088−694−6802
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第１６２号（13）　平成２１年７月１日

保健行事予定表　７月〜１０月

保健行事予定に関するお問い合わせ先　　役場福祉保健課（☎６９４−６８１０）

Ⅳ．予防接種
　１． 集団接種
　　１）予防接種の内容　　ポリオ
　　２）対　　象　　者　　生後３月から９０月未満の乳幼児
　　３）接　種　回　数　　２回
　　４）日　　　　　程

　　５）料　　　　　金　　無　料

　２． 個別接種
　　１） 予防接種と対象者、接種回数

　　　　日本脳炎は、現在積極的な勧奨をしておりませんが、希望者は受けられます。
　　２）接種場所
　　　　上板町の医療機関及び徳島県広域化予防接種医療機関（一部実施していない医療機関もあります。）
　　　　★子どもの予防接種（予防接種法に基づく定期接種）は、平成１９年４月１日から徳島県内で広域化され町外の主治医でも受け

ることができます。
　　３）料　　金　　無　　料

通知の時期対　　象　　者予防接種の内容

生後３月生後３月から６月未満ＢＣＧ

生後３月生後３月から９０月未満ジフテリア・百日咳・破傷風混合

小学６年生の７月１１歳以上１３歳未満ジフテリア・破傷風混合

生後１２月１期　生後１２月から２４月未満

麻しん風しん混合（麻しん、風しん）
小学校就学前の年の４月２期　小学校就学前の１年間

中学１年生に相当する年の４月３期　中学１年生に相当する年齢

高校３年生に相当する年の４月４期　高校３年生に相当する年齢

３歳・４歳生後６月から９０月未満
日本脳炎

小学校４年生の６月９歳以上１３歳未満

場　　　所受付時間月／日

農村環境改善センター１３：３０〜１４：００７／１５

農村環境改善センター１３：３０〜１４：００９／１５

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　　　　当内　　　　　　容場　　　　所時　　　　間月／日

保健師個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０７／７

保健師・理学療法士個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０８／４

保健師個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０９／１

Ⅱ．健康診査
　１．がん検診（集団検診）

料　金対　象内　　　容場　　所時　間月／日

１，０００円
５００円

無　料
５００円

１，３００円

４０歳以上
４０歳以上
４０歳以上
５０歳以上
４０歳以上

胃がん検診
大腸がん検診
肺がん検診
喀痰検査
乳がん・甲状腺がん検診

農村環境改善
センター

８：３０〜
１０：００

８／２７
１０／１５
１０／２４

１，３００円４０歳以上乳がん・甲状腺がん検診
農村環境改善
センター

１３：００〜
１４：００

８／２７
１０／１５
１０／２４

２．町内巡回結核・肺がん検診
　　９月２５日、２８日、３０日、１０月２日

検診車が町内を巡回し結核・肺がん検診

を行います。

３．肝炎ウイルス検診、前立腺がん検診
　　８〜１０月に町内の医療機関において

実施します。肝炎ウイルス検診は４０歳以

上、前立腺がん検診は５０歳以上の方が対

象になります。

Ⅲ．乳幼児健康診査
　１．乳児健康診査 

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受付時間月／日

平成２０年９月１０月生
平成２１年３月４月生

問診・身体計測・内科診察・育児相談農村環境改善センター１３：１５〜１４：００８／５

　２．１歳６カ月児健康診査

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受付時間月／日

Ｈ１９．１２．１生〜Ｈ２０．２．２８生
問診・身体計測・内科・歯科診察・歯科・
栄養・発達・育児相談・聴力検査

農村環境改善センター１３：００〜１３：３０８／６

　３．３歳児健康診査

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受付時間月／日

Ｈ１８．２．１生〜Ｈ１８．４．３０生
問診・身体計測・尿検査・内科・歯科診
察・歯科・栄養・発達・育児相談

農村環境改善センター１３：００〜１３：３０９／１６

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受付時間月／日

Ｈ２１．４．１８生〜Ｈ２１．７．９生股関節脱臼検診・ブックスタート農村環境改善センター１０：３０〜１１：００９／９

　４． 股関節脱臼検診・ブックスタート

　５． のびのび子育て教室

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受付時間月／日

Ｈ２１．４．１８生〜Ｈ２１．７．９生離乳食教室・赤ちゃんの成長発達農村環境改善センター９：３０〜 ９：４０９／１８

同上乳幼児の事故予防・予防接種の受け方等農村環境改善センター１０：００〜１０：１０９／２５
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（平成21年２月〜平成21年４月誕生まで）
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これからのまちづくりに活用するため、7月1日現在

の事業所及び企業について調査を行います。

全国すべての事業所及び企業が調査対象となる

大規模な統計調査です。

平成21年経済センサス−基礎調査
どうぞご協力をお願いします

総務省統計局　徳島県　上板町

　平成21年３月22日（日）に

鳴門ソイジョイ武道館で開催

された「第28回徳島県春季少

年柔道大会４年生の部」と、

平成21年５月５日（火）に市場

武道館で開催された「第26回

県下選抜少年柔道大会４年生

の部」で、松島小学校の松永

郁歩くんが優勝しました。

　平成21年３月22日（日）に

大阪府立門真スポーツセンタ

ーで開催された「第37回室長

杯門真市少年柔道大会小学一

年生の部」で、岡本泰崇くん

（神宅小）が優勝しました。

　４月４日・５日の２日間、上板「技の館」周辺にお

きまして、『上板桜まつり2009』を開催致しました。

今回、鳥インフルエンザ対策の影響もあり、徳島県畜

産研究所内での開催はできませんでしたが、会場変更

にも関わらず、多数ご来場いただき、また関係各位並

びに会場周辺の住民の方々のご協力ご支援により無事

終了することができました。厚く御礼申し上げます。

さて、開催期間中の催事の一つとして、町内の園児の

皆さんに桜色を使った絵を描いていただき、展示させ

ていただきました。人気投票各校区ごと上位者４名の

絵を掲載致します。ご協力ありがとうございました。

（組表示はいずれも前年度です。）

上板町商工会青年部一同
神宅幼稚園　りす組
　　いわさき　ともかちゃん

松島幼稚園　りす組
　　いしもと　そのこちゃん

高志幼稚園　きりん組
　　　　やまだ　りこちゃん

東光幼稚園　うさぎ組
　　　　ただ　ゆきみちゃん

お 知 ら せ
より

上板町商工会青年部


